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サ ン ス エ ル
」であるかを知ったと述べていた。風土や気候の違いに
より、自然が人間に与える印象や感覚は変化する。荷風はこの発見をもとに、帰国後、日本
の感覚になじんだ雤の情調を描き出そうとした。日本の雤は移り行く季節の悲しさを思い起
こさせる。すべてのものは無常であり、季節の流れを止めることはできない。特に夏の終わ
りの夕暮れ時に降る小雤は、秋の涼しさを招き寄せ、時の流れの早さを実感させる。そうし
た中で一層強く胸に迫るのは、過ぎ去った過去の記憶であろう。雤から感じられる悲しみの
感情も、過去の記憶をたぐり寄せることで自然と増幅するのである。さらに、静かな夜に降
る雤は人間の孤独感を増幅させる。『濹東綺譚』では、大江が女との別離によって再び実感す
る孤独の悲しみと老いた自分の姿、その嘆きの声と涙が雤のイメージを通して豊かに伝わっ
てくる。人間の「心」に響き合う雤のイメージを日本的感性に合わせて開拓することによっ
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て、荷風は豊かな感情をもったヴィジュアリティを作品の中に生み出すことができたのであ
る。 
第三に挙げるのは「水の流れ」である。荷風文学において、水の流れは前近代的空間の中
に位置している。荷風にとって水辺の街は、近代日本の中心部である「陸の東京」に追いや
られた「見捨てられた空間」でもあった。その好例は『深川の唄』や『すみだ川』の描写で
あろう。意識的に丁寧に描き出された水の流れは、人間あるいは社会や時代に起こる様々な
変化を映し出していく。人生の分岐点に存在する川、それは別離や（心の）隔たりといった
イメージを内包している。また、水が流れていく空間は過去を思い出させる場所、あるいは
過去から現在に至るまでの変化を映し出す場所としても描出される。水の流れは、前近代的
空間と近代的空間の対比を浮き彫りにし、時代の変化を鮮烈に印象づける場所にもなるので
ある。それは止まることのない人間の人生そのものを表しているとも言えるだろう。 
第四のモティーフは「虫」である。小説はもちろんのこと、荷風の日記や数多くの随筆に
は虫たちの描写がいくつも見出せる。虫は和歌や俳諧、数々の美術作品などに描かれてきた
が、日本の芸術表現においてなくてはならない重要なモティーフとなっている。音を生み出
し視覚的イメージを描き出す虫、それは人間の様々な感情にも共鳴することができる。荷風
は虫という存在を日本の季節の美、そして風土や気候が作り出す微妙な感覚を表現できるも
のと捉えていた。虫に関連する描写を詳しく見てみると、荷風の心の中に、古代和歌が描く
虫のイメージが深く刻み込まれていたことがわかる。また一方、荷風にとって虫とは近代の
中で滅びゆくものの嘆きを象徴するものでもあった。虫の声が聞こえる場所、それはかろう
じて生き残っている前近代的空間である。そしてそこから聞こえてくる声は、滅びゆく者の
最後の嘆きの叫びとも捉えられるのである。虫のいる美的情景、あるいは虫の声や姿に美的
情調を感じ取る感覚もいつかは失われてしまうだろう。荷風が虫のいる情景を描いたのは、
まさにその感覚を言葉を通して読者に体感させるためであり、それは日本の風土・気候が作
り上げた美意識を再認識させるためであったと考えられる。 
第五のモティーフは「落葉・枯葉」である。外遊時代の荷風にとって、舞い落ちる木の葉
は旅人のイメージであり、また異国の地をさまよう荷風自身の姿に重なるものであった。そ
して帰国後、荷風が西洋と東洋の違いを強く再認識する中で、そのイメージは無常観から生
み出される悲哀のイメージへと変化していく。日本は季節の変化が緩慢であり、それぞれの
時期に特有の美しさが現れてくることを荷風は実感していたが、それは全ての生命が永遠の
ものではないこと、そして生死の循環が永遠に繰り返されることを知らせるものでもある。
荷風はここに日本ならではの自然美を感じ取った。また、孤独な生活を送っていた荷風は、
寂しく老いていく自分の姿を、しばしば色褪せた落葉や枯葉のイメージに重ねている。世の
無常を実感させる落葉や枯葉――孤独にさまよう旅人の悲しみと、生と死の循環を感じ取る
中で、その哀しい運命に荷風は美を見出していた。それは彼自身の姿を象徴するイメージと
も言えるのである。 
最後に取り上げるモティーフは「隠れ家」である。身を持ち崩した男と芸者の女が暮らす
住まい、そして世を憚
はばか
りながら気ままに生きる隠棲者の癒しの空間など、荷風の小説には隠
れ家が数多く登場している。現実社会と隠れ家（芸術的空間）との対比は多くの荷風作品の
19 
 
中に見られるものだが、彼は後者の優位性を示しながら近代社会の醜さや浅薄さ、横暴さを
浮き彫りにする。そして荷風はしばしば隠れ家を滅び行く江戸の美的空間として描いている
が、そのヒントとなったのは浮世絵や人情本の挿絵などに登場する居住空間であった。また、
規範に縛られた家族生活を忌嫌い孤独を貫いた荷風にとって、家はどこまでも「個」を解放
し追究できる空間であった。住まいや生活道具の魅力を語る荷風の生き生きとした文章には、
横井也有の『鶉衣』がインスピレーションを与えたと考えられる。隠れ家は世間を白眼視し
ていた彼にとって唯一心を許せる空間であり、隠れ家や室内の生活道具について語ることは
自分という「個」に向き合い、また自分だけに見える世界を伝えることでもあったのである。
日本の近代文学の理念とも言える「個」のリアリティの表現は、荷風においては古典文学を
豊かに取り入れたヴィジュアリティによって実現されたのである。 
 
結論 
 荷風がなぜ文学のヴィジュアリティを強く意識したのか。それは彼が、単に美しいものを
賞賛するだけではなく、また過去の美的情景の中に埋没するためでもなかった。荷風は文学
という芸術の表現力を開拓するために、ヴィジュアリティを重視したのである。それを後押
ししたのは、アメリカ・フランスで得た芸術的刺激と、日本の伝統文化の破壊や近代の日本
社会に対する反感であった。 
荷風は西洋世界において、「個」という意識、感情の自由、伝統文化の尊重、さらには風景
との対話や、文学・美術・音楽の豊かな交流を目の当たりにした。しかし帰国後、荷風はこ
れらのものが近代日本の社会では否定され抑圧されてしまう、あるいはまだ充分に発揮され
ずにいることを実感する。外遊体験を経て強く意識するようになった「主観」を基軸にした
描写法、感覚表現・感情表現を豊かに盛り込んだ文学、そしてイメージを紡ぎ出す言葉の美
しさ――荷風には、芸術表現の中でこれらをいかに開花させていくかという大きな課題があ
った。そして同時に、フランスで伝統文化の美に接した荷風は、文化を相対化する視点を身
に付け、やがて帰国後には日本の伝統文化へと眼を向けるようになるが、その美が破壊され
個人の自由な感情表現も抑圧されていく中で、失われていく美の価値をいかに言葉で描き出
し、人間がもっている五感や感情をいかに覚醒させるかということを考えるようになった。
こうして荷風は、美的イメージを通して読者の五感と感情を刺激するヴィジュアリティを追
究するようになる。そこで荷風の創作活動に大きく貢献したと考えられるのは、彼の知的基
盤となっていた古代から近世に至るまでの古典文学や視覚芸術である。荷風は、漢詩、和歌、
歌物語、随筆、俳諧、狂歌、浮世絵などの様々な芸術表現の中に生きる「前近代的ヴィジュ
アリティ」を取り入れながら、新しい芸術表現の開拓を試みたのである。「前近代的ヴィジュ
アリティ」の中に存在するもの、それは目に見えない「心」の世界を目に見える自然のイメ
ージを通して表現する方法、テクストとコンテクストの共鳴によって様々な表象を印象づけ
る表現、美的瞬間を捉えるミクロ的観察眼、五感の共鳴が描き出す空間の美、過去と現在の
重ね合わせによって可視化される内面世界、複雑な感情を映し出す表情やしぐさのクローズ
アップなどである。荷風はこれらを自身のテクストに豊かに盛り込んだのである。 
前近代の文学や視覚芸術の中に生き続ける美的感性と表現力は荷風に大きな刺激を与え、
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彼の文学を豊かなものに成長させた。しかし、荷風の文学はそれだけで成立するわけではな
い。そこには近代人としての感性が生きた「近代的ヴィジュアリティ」の力も働いている。
それは、「個」としての人物の外面的特徴、様々な状況の変化に伴って現れる人間の複雑な内
面感情、ある瞬間における事物の変化、さらには社会の表と裏（光と影）、繁栄と荒廃の対比、
葛藤や悲哀や絶望、江戸と近代の裂け目、失われて行くものの幻想性、無常の美といった様々
な形をもって表れてくる。そして「近代的ヴィジュアリティ」が「前近代的ヴィジュアリテ
ィ」と融け合った時、豊かな美的情調や複雑な内面感情の描出が可能になるのである。ここ
で注意すべきは、読者の五感や感情を覚醒させ美的情調を体感させる荷風文学のヴィジュア
リティは、失われゆく美に目を向けさせると同時に、近代社会の中に隠された様々な現実を
も浮き彫りにするということである。目まぐるしく変化していく文化や価値観、都市空間に
おける栄枯盛衰、そして様々な感情に引き裂かれた人間の「心」――美的情調とともに人間
が生きている世界の現実を描き出すことこそ荷風が切り開いた新たな文学の形であった。そ
れは自然主義文学とは異なるリアリティーの表現を獲得したのであり、ここに近代文学の開
拓者としての彼の個性が光っている。 
 荷風にとってヴィジュアリティとは、人間の「心」や社会の現実、さらに文化というもの
の本質を浮き彫りにする、極めて重要なものであった。過去への逃避、現実社会との隔絶、
江戸文化の称揚…荷風について語る際、このような言葉が使われることが多いが、いずれも
彼の文学の本質を捉えているとは言えない。彼は西洋世界を体感したことで「個」としての
感情を自由に表現することを学び、他の国には存在しない日本固有の空気や感情を体感し、
さらに近代社会に生きることの苦悩を強く実感していた。美的情調溢れる彼の文学が、同じ
ように旧時代の情調を重視した樋口一葉や泉鏡花らと大きく異なるのもこのような点にある。
芸術の価値とは何か、そして芸術家の使命とは何か。この問題に向き合いながら、誰よりも人
間の内面世界を鋭く見つめ、文化の特質を見抜き、社会の様々な現実を暴き、そして豊かな
知的基盤をもとに過去と現在を行き来しながら新しい文学の世界を開拓しようとした人物、
それが永井荷風なのである。 
荷風文学のヴィジュアリティ――それを紐解くことは、荷風その人の文学を知るだけでな
く日本における芸術表現の特質を理解していくことにも繋がっていく。彼の「知」が切り拓
いた文学には、我々の想像を超える豊かな感性と創造性、そして「美」の世界が広がってい
る。荷風が誘う「美」の世界に足を踏み入れることで、我々は人間の「心」という深遠な世
界とともに、それまで気付くことのなかった日本文化の新たな魅力を発見することができる
だろう。 
 
 
